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カミノトピックス 

 
２０１３年４月に、道央圏の特別支援教育の新たな拠点となる『道立千歳高等支援学校』が 

千歳市真々地２の旧真町中学校跡地に開校します。街を走るタクシーなどに貼るステッカーを 

作成したり、歩道橋に横断幕を掲げたりと１８年間に及ぶ地元市民の誘致活動が結実した待望 

の新設校です。対象となる障がいの種類や程度に一定の範囲はありますが、千歳市内で小中高 

の特別支援教育を受けられる体制が初めて整います。 

 昨年の１０月１日に開校準備事務室が開設され、開校に向けた準備が急ピッチで進められて 

います。お忙しい中恐縮ではありましたが、開校準備事務室・法華津（ほけつ）主任にお話を 

伺ってきました。 
 

Ｑ：開校まであと二か月を切りましたが、半年という短い期間での作業には大変なご苦労があった 
のではないでしょうか？ 

Ａ：開校に向けての学校説明会、教育相談そして入選業務など連続した対外的業務と並行して 
学校運営の基盤づくりを４人のスタッフが日々、試行錯誤しながら取り組んできました。特に旧真町中学校が、特別支
援学校となっていく過程において、構造的、時間的そして予算的な難題に直面してきました。そのようなときに、千歳市
の皆様からの全面的なご協力により打開していくことができました。地域の中で共に歩み続ける基盤が、学校づくりを通
して芽生えてきたように思えます。 

Ｑ：千歳高等支援学校の内容・特色についてお聞かせください。 
Ａ：知的障がいがあり自主通学できる生徒さんが対象で、初年度の募集定員は３学級２４人で「環境・流通サポート科」が 

２学級１６人、「生活技術科」が１学級８人。３学年がそろう１５年度以降は９学級７２人の規模になります。 
   共生社会の一員としての資質と実践力を備えた生徒の育成を目指し、「環境・流通サポ―ト科」はビルクリーニングなど 

の清掃業務、書類の発送などの事務補助的業務、商品の梱包と運搬、印刷と丁合などを、「生活技術科」は木や紙、
革などの素材を使った製品の製造、リサイクル作業などを学びます。 
学校で、働くことの基礎を学び、地域での清掃や販売、交流及び共同の活動等をさせていただきたいと思っておりま 
す。卒業後社会に出るために、企業や事業所、福祉施設、関係機関のお力をお借りし、実践的な現場実習を通して 
経験を積み、働く力や生活力を高めていきたいと考えています。 
 

 制服は千歳高校の生徒さんの意見を参考に男女ともに紺色のブレザー、シャツは空港のまちをイメージした空色に

決定。校章も千歳高校の生徒さんからデザインを募集し、チャレンジ（挑戦）、クリーエーション（創造）、コラボレ

ーション（協働）、千歳の頭文字から「四つのＣ」を組み合わせ、四つ葉のクローバーの形に決まったそうです。 

地元市民の思いを受け止めてくださった素晴らしい学校になることを確信することができた取材となりました。 

（談：SINKA・国府田） 

地元市民の願いが叶います！ 

理想科学 高速プリンター オルフィスでエラーが発生した場合のお願い。  

ご連絡の際は、ディスプレイ左上部に表示されたエラー番号をお知らせください。 
● 右図のようにエラーの内容と解除方法が表示されます。 
 
● エラーメッセージには、以下のような種類があります。 
S00-000: サービスコール 
サービス担当者による点検または修理が必要なときに表示されます。 
U00-000: ユニットエラー 
サービス担当者による修理が必要なときに表示されます。 
X00-000: 紙づまり 
用紙がつまったときに表示されます。 
Y00-000: 消耗品関連エラー 
消耗品や定期交換部品の交換時期がくると表示されます。 
Z00-000: セット関連エラー 
カバーやトレイがきちんと閉まっていないときや、インクカートリッジが正しくセットされていないときに表示され
ます。 
Ｗ00-000: ワーニング 
用紙がなくなったときや、排出先のトレイが用紙でいっぱいになったとき、周辺機器が接続されていないときなど、
警告メッセージが表示されます。 
I00-000: インフォメーション 
本機のメンテナンスが必要なときに表示されます。     （談：W.F・満保） 

旧真町中学校が高校として
生まれ変わります 



 
 

 

   

 
 
                       
  

 

 

 

     

  

        

 

  

 

          

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

眼で見て確認して・・・ 

  この度、kapass 店に LED 防犯灯の見本を展示して

おります。 

現物をお持ちして確認いただくことはできたのですが、

取付した場合の展示をしては･･･の声より、当社 ECO

リーダーが創意工夫し作成しました。 

現在は 10～20W のタイプの 3 種類を展示しておりま

す。確認いただければとご案内いたします。 

お勧めは、日の入り後の午後 5 時半以降が良いかと思い

ますので、あらかじめご連絡いただけると幸いです。 

（kapass 店  電話：（0123）26-1666 

 

                          むかって 

                          右は、10W 

                          中、20W 

                          左、12W 

 

今回、２月１１日に開催された『ちとせホルメンコーレンマーチ 千歳市民歩くスキーの集い』を紹介します。 

今年で３７回を迎え 400 名を超える方々から申込があり、道外からも 12 名の方が参加されました。今年は好天に恵

まれ事故も無く大会を終了することが出来たとのことです。 

昭和 52 年に歩くスキーの普及を図るために「歩くスキーまつり」として第 1 回大会が開催されたとのことです。

名前の由来は、ノルウェーで開催のホルメンコーレンマーチの大会名に「ちとせ」を付けて昭和 56 年の第 5 回大会

より大会名称として現在まで開催されております。この年からノルウェー王国大使館の方が毎年来千され、競技にも

参加されているそうです 

その後、第 10 回目にノルウェー王国との都市提携の提案がなされ、昭和 63 年 8 月にコングスベルグ市と友好親善

都市声明が発表されました。 

  昨今、外交でゆれる日本ですが、この大会のようにスポーツを通して遠く 9 千 km 近く離れた国と友好関係が生ま

れ、人々が交流できる平和を、たくさんの国と続けられたら良いなと感じました。     （談：Eyes・高島（裕）） 
 

スキーが取り持つ国際交流 

２０１３年 ２月 ２８日  ＶＯＬ．９２ 

発行元：㈱カミノ 

TEL：0123-23-4255  ／  FAX：0123-24-1381

 e-mail：kamino@kamino.co.jp 

雪の少なかった千歳の１月。２月中より深々と雪が降り
積もりましたね。交通機関も乱れました。北海道の冬は
まだまだ続くと実感。もう少し白い世界向き合なければ
いけませんね。 

給水所にて               → 
ボランティアの方々の協力に感謝 

表彰式風景 

上位を目指し、一進一退 

自衛隊の方々による新種目リレー
の試験走行 

記録・完走を目指して 

新年度前にいかがでしょう・・・ 
  新しいスタートを迎える４月までもう間もなくで

す。今回はシヤチハタの浸透印のキャンペーンを行い

ます。 

●キャップレス 9 

  認印に最適な 9 ㎜のネーム印です。 

  キャップレスなので、キャップをなくす心配もなく

持ちあるき便利です 

 

 

 

 

 

 

●ネーム 6 キャプレ 

  キャップレスタイプで 

  訂正印などに最適な 

  ６㎜のネーム印です。 

 

２点ともネーム 9 等のように 

既成・別注のお名前に関係なく 

同じ値段でご提供できる商品で 

す。 

※但し、納期が少々かかります。ご了承ください。 


